
　

―
―
二
〇
一
五
年
を
振
り
返
る
と
ど

ん
な
年
で
し
た
か
。

　

大
村　

一
五
年
一
月
に
は
燃
料
電
池

自
動
車
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
販
売
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
ま
た
、
十
一
月
に
は
国
産
初

の
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
初
飛
行

と
、
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
対
す

る
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
建
設

が
着
工
し
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
向
か
っ
て

い
ま
す
。
日
本
の
未
来
を
創
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
し
た
年
で
し
た
。

愛
知
が
中
心
と
な
っ
て
、
日
本
を
牽
引

し
て
い
く
力
を
実
感
で
き
た
年
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
家
戦
略
特
区
制
度
を
活
用

し
た
規
制
緩
和
に
つ
い
て
も
、
愛
知
県

国
家
戦
略
特
別
区
域
の
区
域
計
画
が
認

定
さ
れ
、
日
本
初
の
有
料
道
路
の
運
営

管
理
の
民
間
開
放
（
有
料
道
路
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
）
や
愛
知
総
合
工
科
高
等

学
校
専
攻
科
の
民
営
化
な
ど
が
位
置
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
国
内
最
大
の
モ
ノ
づ

く
り
の
集
積
地
と
し
て
、
日
本
経
済
を

牽
引
す
る
愛
知
が
さ
ら
に
元
気
に
な
っ

て
い
く
た
め
、
成
長
産
業
・
先
端
技
術

の
中
枢
拠
点
の
形
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
国
際
交
流
に
お
い
て
も
多

く
の
進
展
が
あ
り
、
七
月
に
は
イ
ン
ド

の
デ
リ
ー
で
モ
デ
ィ
首
相
と
面
談
し
、

イ
ン
ド
政
府
内
に
、
愛
知
県
か
ら
の
進

出
企
業
の
支
援
窓
口
「
愛
知
デ
ス
ク
」

を
設
置
す
る
こ
と
を
合
意
し
ま
し
た
。

一
六
年
一
月
下
旬
に
開
設
し
ま
す
が
、

愛
知
県
か
ら
イ
ン
ド
へ
の
投
資
案
件
へ

の
迅
速
な
対
応
や
、
現
地
で
活
動
す
る

県
内
企
業
が
抱
え
る
課
題
へ
の
対
処
な

ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
愛
知
と
イ
ン
ド
と

の
さ
ら
な
る
交
流
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
五
年
十
一
月
に
は
韓
国
・

京
畿
道
で
、
ナ
ム
・
ギ
ョ
ン
ピ
ル
知
事

と
面
談
し
、「
友
好
交
流
及
び
相
互
協

力
に
関
す
る
覚
書
」を
締
結
し
ま
し
た
。

韓
国
の
自
治
体
と
は
初
め
て
の
友
好
提

携
で
す
。
経
済
、
観
光
、
文
化
、
人
材

育
成
な
ど
様
々
な
面
で
交
流
を
深
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
「
あ
い
ち
観
光
元
年
」
と

し
て
、
愛
知
の
魅
力
を
積
極
的
に
国
内

外
に
発
信
し
ま
し
た
。
最
先
端
の
モ

ノ
づ
く
り
技
術
と
、
三
英
傑
や
山
車

か
ら
く
り
な
ど
の
伝
統
文
化
は
、
ま

さ
に
愛
知
の
強
み
で
す
。「"H

eart" of 
JAPAN

〜Technology&
Tradition

」

を
キ
ャ
ッ
チ
ワ
ー
ド
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
出
遅
れ
て
い
た
感
が
否
め
な
い
観
光

集
客
に
つ
い
て
も
、
力
を
注
い
で
い
き

ま
す
。

　

―
―
現
在
の
景
気
動
向
を
踏
ま
え

て
、
一
六
年
の
県
財
政
の
見
通
し
は
。

　

大
村　

こ
の
と
こ
ろ
の
景
気
は
、
企

業
収
益
が
改
善
す
る
な
ど
緩
や
か
な
回

復
基
調
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
先
行
き

に
つ
い
て
は
、
中
国
経
済
の
減
速
な
ど

に
よ
る
海
外
景
気
の
下
振
れ
懸
念
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
景
気
動
向
の
ほ

か
、
税
制
改
正
に
よ
る
影
響
な
ど
を
踏

ま
え
て
、
来
年
度
の
県
税
収
入
を
見
極

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
本
県
財
政
は
、
来
年
度
以

降
に
つ
い
て
も
、
扶
助
費
を
始
め
と
し

た
義
務
的
経
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
年
度
の
当
初
予
算
に

お
い
て
多
額
の
取
り
崩
し
を
計
上
し
た

基
金
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
、
そ
の
残
高

の
回
復
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
財

源
確
保
や
経
費
の
節
減
に
努
め
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
、
歳
入
歳
出
全
般
に

わ
た
る
行
財
政
改
革
を
着
実
に
進
め
て

い
き
ま
す
。
加
え
て
、
日
本
一
の
産
業

集
積
を
誇
る
愛
知
の
強
み
を
活
か
し
、

愛
知
の
経
済
・
産
業
力
を
強
化
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
雇
用
を
維
持
・
拡
大
し
、

教
育
、
福
祉
、
医
療
を
始
め
と
し
た
県

民
の
暮
ら
し
の
豊
か
さ
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

―
―
こ
れ
ま
で
自
動
車
産
業
が
当
地

域
を
牽
引
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

航
空
産
業
に
も
期
待
が
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
産
業
振
興
の
取
組
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

大
村　

Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
初
飛
行
の
成
功
は

ボ
ー
イ
ン
グ
７
８
７
な
ど
に
関
連
す
る

受
注
が
好
調
で
あ
る
本
県
の
航
空
機

産
業
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

　

航
空
機
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
、「
ア
ジ
ア
Ｎ
ｏ
．
１
航
空

宇
宙
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
特
区
」
の

推
進
に
よ
り
、
完
成
機
メ
ー
カ
ー
を
頂

点
と
し
て
研
究
・
開
発
か
ら
設
計
・
製

造
・
保
守
管
理
ま
で
の
一
貫
体
制
を
備

え
た
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
を
図
っ
て
い
ま

す
。
私
も
、
当
該
特
区
推
進
会
議
の
会

長
と
し
て
、
十
一
月
に
特
区
制
度
の
税

制
措
置
延
長
な
ど
を
国
に
要
望
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

航
空
機
生
産
の
拡
大
に
伴
う
人
材
の

質
・
量
の
不
足
な
ど
の
問
題
も
懸
念
さ

れ
て
お
り
、
人
材
育
成
・
確
保
や
中
堅
・

中
小
企
業
の
販
路
拡
大
に
対
す
る
支
援

な
ど
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
県
の
主
要
産
業
で
あ
る
自
動
車
産

業
に
お
い
て
は
、
電
気
自
動
車
や
燃
料

電
池
自
動
車
と
い
っ
た
次
世
代
自
動
車

の
登
場
に
よ
る
技
術
革
新
が
あ
る
一
方

で
、
生
産
拠
点
の
海
外
移
転
や
国
内
分

散
に
よ
り
県
内
の
生
産
台
数
が
減
少
傾

向
に
あ
る
な
ど
、
大
き
な
転
換
点
を
迎

え
て
い
ま
す
。
次
世
代
自
動
車
の
開
発

に
対
す
る
支
援
、
部
品
メ
ー
カ
ー
の
販

路
開
拓
支
援
な
ど
と
併
せ
て
、
次
世
代

自
動
車
の
普
及
に
不
可
欠
な
充
電
イ
ン

フ
ラ
や
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
促
進
も
実
施
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
超
高
齢
社
会
・
人
口
減

少
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
計
画
の
進
展
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
高

度
化
な
ど
の
経
済
環
境
の
変
化
を
踏
ま

え
、
二
〇
二
〇
年
を
目
標
年
次
と
す
る

産
業
労
働
政
策
の
中
期
計
画
「
あ
い

ち
産
業
労
働
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
６

－

２
０
２
０
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
次
世
代
産
業
を
中
心
に
本
県

の
強
み
で
あ
る
モ
ノ
づ
く
り
の
競
争
力

を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
地

域
を
支
え
る
中
小
・
小
規
模
企
業
へ
の

支
援
な
ど
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
活

力
と
持
続
力
あ
る
日
本
一
の
産
業
首
都

あ
い
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

―
―
観
光
に
つ
い
て
は
。

　
大
村
　
本
県
の
生
命
線
で
あ
る
製
造

業
に
加
え
て
、「
観
光
集
客
」
を
新
た

　
次
世
代
自
動
車
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
発
売
、
国
産
ジ
ェ
ッ
ト
機
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
初
飛

行
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
工
事
着
工
な
ど
、
二
〇
一
五
年
の
愛
知
県
は
、

モ
ノ
づ
く
り
地
域
と
し
て
の
実
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
年
だ
っ
た
。

そ
の
一
年
の
総
括
と
一
六
年
の
見
通
し
を
大
村
秀
章
愛
知
県
知
事
に

伺
っ
た
。

大
村  

秀
章
愛
知
県
知
事
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

次
代
の
モ
ノ
づ
く
り
を
担
う
人
材
を
育
成
し

未
来
を
創
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
一
層
発
展
さ
せ
る


